
舞
の
海
さ
ん
が
Ｉ
Ｍ
Ａ

ホ
ー
ル
の
舞
台
に
立
つ
、

無
声
の
ど
よ
め
き
が
沸
く

「
テ
レ
ビ
が
来
て
な
く
て

良
か
っ
た
。
今
日
は
本
音

の
話
を
し
ま
し
ょ
う
、
相

撲
の
解
説
を
し
て
い
ま
す

が
力
士
が
同
じ
負
け
を

２
・
３
日
繰
り
返
す
と
、

困
る
ん
で
す
よ
ね
、
本
音

は
言
え
な
い
ん
で
す
け
ど

「
ど
う
し
て
な
ん
で
し
ょ

う
ね
」
と
聞
い
て
く
る
ん

で
す
よ
『
練
習
不
足
』。

旅
番
組
で
は
、
旨
い
物

ば
か
り
で
は
な
く
『
こ
ん

な
味
も
あ
っ
た
ん
で
す
ね

え
、
い
や
あ
め
ず
ら
し
い

お
味
で
し
た
』
温
泉
場
面

で
は
『
の
ぼ
せ
て
し
ま
っ

て
も
ニ
コ
ニ
コ
し
て
ま

す
』八

百
長
問
題
は
『
た
ま

た
ま
マ
ス
コ
ミ
が
、
ツ
ッ

コ
ミ
を
入
れ
る
と
事
件
に

な
り
ま
す
』

「
相
撲
は
１
４
０
０
年

の
歴
史
が
あ
り
ま
す
、
６

４
２
年
初
め
て
日
本
で
生

ま
れ
て
、
織
田
信
長
が
応

援
し
て
く
れ
人
気
が
出
ま

し
た
。
し
か
し
、
明
治
に

な
る
と
裸
踊
り
だ
と
言
わ

れ
衰
退
し
ま
し
た
が
、
明

治
天
皇
の
天
覧
試
合
が
あ

り
再
び
人
気
に
な
っ
た
、

そ
の
頃
国
民
は
ち
ょ
ん
ま

げ
を
ザ
ン
ギ
リ
頭
に
し
な

く
て
は
い
け
な
か
っ
た
ん

で
す
が
相
撲
界
だ
け
が
結

っ
て
い
て
も
良
く
、
現
在

に
継
承
さ
れ
て
ま
す
」
な

ど
と
会
場
を
盛
り
上
げ
客

席
に
笑
い
の
渦
を
巻
き
起

こ
し
自
身
の
シ
リ
コ
ン
手

術
、
巨
体
力
士
と
の
試
合

で
は
勝
つ

た
め
の
猫

だ
ま
し
、

八
艘
飛
び

な
ど
数
々

の
技
を
く

り
出
し
可

能
性
へ
の

挑
戦
を
し

技
能
賞
を

５
回
受
賞

し
て
い
る

ア
ッ
パ
レ
。

津
軽
三

味
線
演
奏

者
・
渋
谷

和
生
さ
ん

の
舞
台
は
、

青
森
県
一
色
。
本
場
の
音

と
語
り
、
軽
い
方
言
が
心

地
よ
く
、
津
軽
の
厳
し
い

自
然
を
も
彷
佛
。
全
国
大

会
Ａ
級
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
３

連
覇
さ
れ
て
い
る
。
青
森

が
誇
る
奏
者
た
ち
は
８

年
・
10
年
演
奏
者
、
民
謡

歌
手
、
手
踊
り
の
方
々
が

貴
重
な
芸
術
を
放
っ
た
。

１
９
８
３
（
昭
和
58
）
年
よ
り
10
年
を
か
け
て
入
居
し
た
光
が

丘
団
地
住
民
が
、
１
個
の
団
体
で
は
何
も
生
ま
れ
ず
、
団
地
自
治

会
・
管
理
組
合
が
手
を
綱
ぎ
、
連
絡
協
議
会
が
発
足
、
現
在
、
光
が

丘
地
区
連
合
協
議
会
（
略
称
　
光
連
協
　
会
長
　
高
橋
司
郎
）
と
し

て
活
躍
し
て
い
る
。
今
年
10
月
９
・
10
の
両
日
、
光
連
協
30
周
年

記
念
行
事
を
行
っ
た
。
初
日
の
９
日
は
光
が
丘
Ｉ
Ｍ
Ａ
ホ
ー
ル
に
て
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
相
撲
解
説
　
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ス
タ
ー
舞
の
海
秀
平
さ
ん
の

講
演
「
可
能
性
へ
の
挑
戦
」
を
第
一
部
に
、
第
二
部
は
津
軽
三
味
線

全
国
大
会
Ａ
級
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
３
連
覇
の
渋
谷
和
生
さ
ん
と
津
軽
手

踊
り
の
方
々
が
ホ
ー
ル
内
５
０
０
人
を
魅
了
し
た
。

舞の海秀平さんの大講演に酔う

津軽民謡歌手

演奏後出演者全員で30周年を祝う

津軽三味線全国大会A級チャ
ンピオン3連覇渋谷和生さん

津軽手踊りのみなさん.



会
場
に
黄
金
の
屏
風
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。
常
時

の
イ
ベ
ン
ト
と
は
違
う
空

気
が
流
れ
高
橋
司
郎
光
連

協
会
長
、
前
川
燿
男
練
馬

区
長
、
東
條
昭
彦
青
森
県

鯵
ヶ
沢
町
長
が
そ
れ
ぞ
れ

「
お
祝
の
言
葉
」
を
延
べ
、

30
年
の
歴
史
を
踏
ま
え
参

加
者
た
ち
が
光
が
丘
の
平

和
を
か
み
し
め
た
。

こ
の
団
地
が
出
来
て
30

周
年
と
い
う
こ
と
を
考
え

ま
す
と
当
初
に
は
考
え
も

し
な
か
っ
た
人
口
減
少
が

生
じ
て
お
り
ま
す
。
…
清

掃
工
場
、
光
が
丘
病
院
問

題
を
か
か
え
る
来
年
、
光

連
協
も
地
元
住
民
と
し
て

協
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。
…
前
川
区
長
が
就
任

し
て
１
年
半
。
当
時
、

「
光
が
丘
の
人
は
新
人
類

で
す
ね
」
。
と
…
今
日
か

ら
、
新
し
い
時
代
を
創
り

上
げ
る
出
発
点
と
し
た
い

と
思
い
ま
す
」

光
連
協
は
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
他
の
町
で
は
み
ら

れ
な
い
す
ば
ら
し
い
町
で

す
…
片
時
も
忘
れ
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
は
、
区
民

の
皆
さ
ま
の
生
の
声
を
聴

く
と
い
う
事
で
す
。
皆
さ

ん
か
ら
の
意
見
は
す
べ
て

読
ん
で
お
り
ま
す
…
。
10

月
24
日
、
ね
り
ま
ビ
ッ
ク

バ
ー
ン
を
光
が
丘
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
光
が
丘

は
住
民
参
加
で
イ
ベ
ン
ト

を
し
て
お
り
敬
意
を
し
ょ

う
し
ま
す
」

光
が
丘
と
の
交
流
は
、

ふ
れ
あ
い
の
径
で
鯵
ヶ
沢

町
民
の
秋
本
さ
ん
が
高
橋

会
長
と
知
り
合
い
、
５
年

間
の
交
流
を
し
て
お
り
ま

す
。
本
日
、
こ
ん
な
に
盛

大
な
催
し
に
お
招
き
い
た

だ
き
、
町
民
１
万
１
０
０

０
人
を
代
表
し
て
感
謝
い

た
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ

の
後
、
一
の
蔵
の
樽
酒
を

開
け
る
等
し
て
友
好
を
深

め
た
。

10
月
10
日
、
ホ
テ
ル
カ
デ
ン
ツ
ァ

光
が
丘
で
、
光
連
協
設
立
30
周
年
祝

賀
会
が
開
催
さ
れ
た
。
会
場
に
は
１

６
０
余
名
が
集
い
、
光
が
丘
の
安
泰

を
胸
中
に
和
や
か
に
時
間
を
刻
ん
だ
。

鯵ヶ沢町のハッピで乾杯する

撮影　宅島正二

樽酒「一の蔵」を開く

東條昭彦青森県鯵ヶ沢町長 前川燿男練馬区長 高橋司郎光連協会長

30年の結束に区長より感謝状が贈られた

高
橋
会
長
の
話

東
條
町
長
の
話

前
川
区
長
の
話

この土地の歴史を識る人たちが始めて聞いたアメリカの軽
音楽、その感動を呼び起こす曲を演奏し、共感を呼んだ。

光連協30周年を祝う参加者たち



【
光
が
丘
四
季
の
香
小
】

◇
二
十
日
（
火
）
四
・

五
・
六
年
歯
科
検
診
◇
二

十
二
日
（
木
）
四
・
六
年

歯
垢
染
色
テ
ス
ト
◇
二
十

七
日
（
火
）
就
学
時
健
康

診
断
◇
三
十
日
（
金
）
六

年
中
学
文
化
発
表
会
参

観
。
一
・
二
・
三
年
歯
科

検
診
◇
十
一
月
二
日
（
金
）

六
年
係
活
動
◇
四
日
（
水
）

開
校
記
念
日

【
光
が
丘
春
の
風
小
】

◇
二
十
日
（
火
）
五
・

六
年
保
護
者
会
。
五
年
カ

リ
オ
ス
タ
ッ
ト
検
査
◇
二

十
二
日
（
木
）
ク
ラ
ブ
活

動
◇
二
十
三
日
（
金
）
避

難
訓
練
。
三
・
四
年
保
護

者
会
◇
二
十
六
日
（
月
）

誕
生
日
給
食
◇
二
十
七
日

（
火
）
四
年
高
齢
者
交
流

給
食
。
五
年
移
動
教
室
前

健
診
◇
二
十
八
日
（
水
）

〜
三
十
日
（
金
）
五
年
下

田
移
動
教
室
◇
二
十
九
日

（
木
）
ク
ラ
ブ
活
動
。
給

食
試
食
会
◇
三
十
日
（
金
）

六
年
光
二
中
生
徒
会
説
明

会
◇
十
一
月
二
日
（
月
）

開
校
記
念
日
◇
四
日
（
水
）

全
校
遠
足

【
光
が
丘
夏
の
雲
小
】

◇
二
十
日
（
火
）
全
校

遠
足
◇
二
十
三
日
（
金
）

ク
ラ
ブ
活
動
◇
二
十
六
日

（
月
）
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

◇
二
十
七
日
（
火
）
六
年

連
合
音
楽
会
◇
三
十
日

（
金
）
ク
ラ
ブ
活
動
◇
十

一
月
二
日
（
月
）
安
全
指

導
◇
四
日
（
水
）
ク
リ
ー

ン
運
動

【
光
が
丘
秋
の
陽
小
】

◇
二
十
六
日
（
月
）
委

員
会
活
動
◇
二
十
九
日

（
木
）
三
・
四
年
情
報
モ

ラ
ル
出
前
授
業

【
光
が
丘
第
八
小
】

◇
一
・
二
年
生
活
科
見

学
◇
二
十
二
日
（
木
）
ク

ラ
ブ
活
動
。
委
員
会
紹
介

◇
二
十
七
日
（
火
）
六
年

連
合
音
楽
会
◇
十
一
月
四

日
（
水
）
ク
リ
ー
ン
運
動
。

安
全
指
導

【
赤
塚
新
町
小
】

◇
二
十
二
日
（
木
）
四

年
科
学
移
動
教
室
◇
二
十

七
日
（
火
）
交
通
安
全
教

室
◇
二
十
九
日
（
木
）
避

難
訓
練
◇
十
一
月
二
日

（
月
）
委
員
会
活
動
◇
四

日
（
水
）
地
域
清
掃
。
安

全
指
導

【
田
柄
小
】

◇
二
十
三
日
（
金
）
ク

ラ
ブ
活
動
◇
二
十
七
日

（
火
）
五
年
連
合
音
楽
会

◇
二
十
九
日
（
木
）
避
難

訓
練
◇
十
一
月
二
日
（
月
）

五
年
移
動
教
室
前
検
診
◇

四
日
（
水
）
〜
六
日
（
金
）

五
年
岩
井
移
動
教
室

【
田
柄
第
二
小
】

◇
二
十
六
日
（
月
）
ク

ラ
ブ
活
動
◇
二
十
七
日

（
火
）
避
難
訓
練
◇
十
一

月
二
日
（
月
）
一
年
生
活

科
見
学
。
委
員
会
活
動

【
練
馬
小
】

◇
二
十
日
（
火
）
三
・

四
年
遠
足
◇
二
十
六
日

（
月
）
ク
ラ
ブ
活
動
◇
十

一
月
二
日
（
月
）
ク
ラ
ブ

活
動
◇
四
日
（
水
）
安
全

指
導

【
高
松
小
】

◇
二
十
日
（
火
）
三
年

起
震
車
体
験
◇
二
十
七
日

（
火
）
五
年
連
合
音
楽
会

◇
三
十
日
（
金
）
五
年
移

動
教
室
説
明
会
◇
十
一
月

四
日
（
水
）
委
員
会
活
動

【
北
原
小
】

◇
二
十
二
日
（
木
）

一
・
二
年
生
活
科
見
学
◇

二
十
三
日
（
金
）
避
難
訓

練
◇
二
十
七
日
（
火
）
五

年
連
合
音
楽
会

【
豊
溪
小
】

◇
二
十
日
（
火
）
六
年

歯
の
指
導
◇
二
十
二
日

（
木
）
避
難
訓
練
◇
二
十

三
日
（
金
）
学
校
公
開
。

五
年
情
報
モ
ラ
ル
講
習
会

◇
二
十
六
日
（
月
）
委
員

会
活
動
◇
二
十
九
日
（
木
）

五
年
カ
リ
オ
ス
タ
ッ
ト
検

査
◇
十
一
月
二
日
（
月
）

安
全
指
導

【
旭
町
小
】

◇
二
十
日
（
火
）
二
年

遠
足
◇
二
十
二
日
（
木
）

一
年
遠
足
◇
二
十
三
日

（
金
）
総
合
防
災
訓
練
◇

二
十
六
日
（
月
）
ク
ラ
ブ

活
動
◇
二
十
八
日
（
水
）

就
学
時
健
康
診
断
◇
十
一

月
二
日
（
月
）
五
年
移
動

教
室
前
健
診
。
委
員
会
活

動
◇
四
日
（
水
）
〜
六
日

（
金
）
五
年
下
田
移
動
教

室
【
成
増
小
】

◇
二
十
日
（
火
）
開
校

記
念
日
◇
二
十
四
日
（
土
）

運
動
会
◇
二
十
六
日
（
月
）

振
替
休
日
◇
二
十
七
日

（
火
）
ク
ラ
ブ
活
動
◇
二

十
八
日
（
水
）
〜
十
一
月

五
日
（
木
）
個
人
面
談
◇

二
十
九
日
（
木
）
歯
科
検

診
◇
三
十
日
（
金
）
芸
術

鑑
賞
教
室
◇
十
一
月
二
日

（
月
）
二
・
四
・
六
年
身

体
測
定
◇
四
日
（
水
）
読

み
聞
か
せ
集
会
。
一
・

三
・
五
年
身
体
測
定

【
光
が
丘
第
一
中
】

◇
三
十
日
（
金
）
文
化

発
表
会
◇
十
一
月
二
日

（
月
）
進
路
説
明
会

【
光
が
丘
第
二
中
】

◇
二
十
一
日
（
水
）
歯

科
検
診
◇
二
十
三
日
（
金
）

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
◇
二
十

八
日
（
水
）
貧
血
検
査
◇

二
十
九
日
（
木
）
三
年
保

育
実
習
◇
二
十
九
日
（
木
）

〜
十
一
月
六
日
（
金
）
三

年
面
談
◇
十
一
月
二
日

（
月
）
海
外
派
遣
報
告
。

安
全
指
導

【
光
が
丘
第
三
中
】

◇
二
十
三
日
（
金
）
生

徒
総
会
。
避
難
訓
練
◇
二

十
六
日
（
月
）
一
年
貧
血

検
査
◇
二
十
九
日
（
木
）

安
全
指
導
◇
三
十
日
（
金
）

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
◇
十
一

月
二
日
（
月
）
〜
十
日

（
火
）
三
年
進
路
面
談

【
光
が
丘
第
四
中
】

◇
三
十
一
日
（
土
）
生

徒
発
表
会
◇
十
一
月
二
日

（
月
）
振
替
休
日

【
田
柄
中
】

◇
二
十
三
日
（
金
）
一

年
校
外
学
習
◇
二
十
六
日

（
月
）
安
全
指
導

【
練
馬
中
】

◇
二
十
八
日
（
水
）
〜

三
十
日
（
金
）
二
者
面
談

◇
三
十
日
（
金
）
ク
リ
ー

ン
運
動
◇
十
一
月
二
日

（
月
）
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

【
練
馬
東
中
】

◇
二
十
四
日
（
土
）
文

化
発
表
会
◇
二
十
六
日

（
月
）
振
替
休
日
◇
三
十

日
（
金
）
生
徒
総
会
◇
十

一
月
二
日
（
月
）
〜
九
日

（
月
）
三
年
教
育
相
談

【
谷
原
中
】

◇
二
十
四
日
（
土
）
文

化
発
表
会
◇
二
十
六
日

（
月
）
振
替
休
日
◇
十
一

月
二
日
（
月
）
〜
九
日

（
月
）
三
年
進
路
相
談

【
豊
渓
中
】

◇
三
十
一
日
（
土
）
文

化
発
表
会
◇
十
一
月
二
日

（
月
）
振
替
休
日

【
八
坂
中
】

◇
二
十
三
日
（
金
）
委

員
会
活
動
◇
二
十
九
日

（
木
）
文
化
発
表
会
◇
十

一
月
二
日
（
月
）
〜
十
日

（
火
）
三
年
三
者
面
談

【
光
丘
高
】

◇
二
十
二
日
（
木
）
二

年
小
論
文
模
擬
試
験
◇
二

十
三
日
（
金
）
創
立
四
十

周
年
記
念
式
典
◇
三
十
一

日
（
土
）
授
業
公
開
。

一
・
二
年
保
護
者
会
◇
十

一
月
一
日
（
日
）
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
日
◇
二
日
（
月
）

振
替
休
日

【
練
馬
高
】

◇
二
十
日
（
火
）
〜
二

十
三
日
（
金
）
中
間
考
査

◇
二
十
九
日
（
木
）
避
難

訓
練【

田
柄
高
】

◇
十
一
月
二
日
（
月
）

開
校
記
念
日
◇
四
日
（
水
）

振
替
休
日
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�����
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�����
�����
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○

○

べ
ご
に
あ

強
い
君
が
好
き

次
次
と
咲
き
続
け
る

一
輪
は
か
よ
わ
い
　
が

家
族
や
知
り
合
い
に
助

け
ら
れ
活
き
る

古
代
か
ら
の
営
み

偉
大
な
る
歴
史
と
血

み
ち
あ
ふ
れ
る
時
間

守
ら
れ
る
べ
き
　
命

輝
け



10
月
３
日
は
運
動
会
の
た
め
の
天
候
に
恵
ま
れ
、
光

が
丘
秋
の
陽
小
（
校
長
　
関
川
　
健
　
児
童
数
　
４
３

８
）
光
が
丘
第
八
小
（
校
長
　
鈴
木
　
隆
志
　
児
童
数

２
４
０
）
赤
塚
新
町
小
（
校
長
　
増
田
礼
子
　
児
童
数

２
３
７
）
田
柄
小
（
校
長
　
宮
野
い
ず
み
　
児
童
数

５
４
５
）
田
柄
第
二
小
（
校
長
　
谷
田
弘
子
　
児
童
数

６
７
５
）
高
松
小
（
校
長
　
中
村
直
人
　
児
童
数
７
０

６
）
旭
町
小
（
校
長
　
道
山
正
史
　
児
童
数
　
３
０
７
）

北
原
小
（
校
長
　
表
迫
信
行
　
児
童
数
　
６
３
５
）
の

８
校
計
３
７
８
３
名
が
参
加
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

楽
し
い
運
動
会
　
が
ん
ば
ろ
う
　
全
力
で

第
６
回
　
光
が
丘
秋
の
陽
小

も
え
る
闘
志
を
か
が
や
か
せ
　
一
致
団
結
　
田
柄
っ
子

絆
と
気
合
い
で
輝
け
　
赤
組

勇
気
と
協
力
で
か
け
あ
が
れ
　
白
組

全
力
で
　
勝
利
に
向
か
っ
て
　
燃
え
上
が
れ
！！！
赤
組
ス
ロ
ー
ガ
ン

白
虎
よ
！
　
優
勝
目
指
し
て
　
つ
き
進
め
！

白
組
ス
ロ
ー
ガ
ン

走
れ
！
お
ど
れ
！
き
ず
な
を
深
め
よ
う
　
光
っ
子

第
32
回
　
赤
塚
新
町
小

27
年
度
　
田
柄
小

第
27
回
　
光
が
丘
第
八
小

６年生の組体操「WA」～わ～和・輪 ５・６年生の伝統競技騎馬戦

手作りの万国旗が今年もひるがえった１年生のチェッコリ玉入れは可愛いいの声も聞こえた

３
年
生
の
み
ん
な
で
ヒ
ッ
パ
レ
！

は
見
て
い
る
人
も
力
が
入
っ
た

選
手
の
名
前
が
読
み
あ

が
る
３
年
生
の
80
ｍ
走

校
長
先
生
の
「
す
ば
ら
し
い
お
天
気

で
す
ね
」
に
学
校
中
が
ほ
ほ
え
ん
だ

２
年
生
の
フ
ラ
フ
ー
プ
「
オ
リ
ジ

ナ
ル
ス
マ
イ
ル
」
74
人
が
参
加



 

夏の雲いちょう合唱団の歌声が観客を魅了した

光が丘四季の香小の金管合奏

田柄高校
華道部の作品

光二中生のよさこい踊り　決まった光が丘によさこい踊りが導入され19年　最古の鳴子光丘

練馬区公式アニメキャラクターねり丸も来場

先生方とのコラボで盛んな拍手が

あったかあい大学いもに人出



 

◇2月26日(木）ピアノコンサー
ト＆ティーパーティー（光が丘美
術館）◇3月4日(水）食育・健康に
ついて講演会（練馬区主催・田柄
婦人会後援）◇３月11日(水）田柄
特養ホーム防災訓練（炊き出し訓
練）◇4月　春の交通安全立ち番◇
５月12日(火）春の日帰り旅行（横
浜方面）◇５月31日(日）地域一斉
清掃参加◇6月3日(水）田柄婦人会
総会◇７月26日(日）田柄特養ホー

ム納涼祭（盆踊り参加）◇７月29
日(水）盆踊り練習（田柄地区区民
館　19：00～20：30）◇７月30
日(木）盆踊り練習（田柄幼稚園
同）◇8月5日(水)・6日(木）盆踊り
大会（愛宕神社　19：00～21：00）
◇９月19日(土）敬老会（田柄第二
小学校　体育館）◇9月25日(金）
AED講習会）田柄地区区民館）◇
9月　秋の交通安全立ち番◇10月
18日(日）田柄地区祭（餅つき手伝
い・接待）◇10月　秋の日帰り旅
行◇11月8日(日）合同防災訓練
（田柄中学校　炊き出し訓練）◇11
月30日(日）地域一斉清掃参加
◎役員
◇会長＝鳥海和子◇副会長＝１丁
目　五島美智枝　２丁目　横瀬泰
子　３丁目　川名紀美江　４丁目
橋本真奈美　５丁目　佐藤美代子

清
元
　
　
　
春
の
梅
　
　
　
花
柳
豊
三
郎

長
唄
　
　
　
都
鳥
　
　
　
　
坂
東
清
雅

清
元
　
　
　
傀
儡
師
　
　
　
坂
東
花
洲
雅

長
唄
　
　
　
蓬
莱
　
　
　
　
坂
東
玉
祥

長
唄
　
　
　
菊
づ
く
し
　
　
武
藤
弘
将

武
藤
遥
子

長
唄
小
曲
　
潮
来
出
島
　
　
大
志
万
雅
美

長
唄
　
　
　
梅
に
も
春
　
　
寿
臣
し
ず
か

紅
葉
の
橋

長
唄
小
曲
　
藤
の
幻
想
　
　
伊
藤
和
加
子

長
唄
　
　
　
手
習
子
　
　
　
井
口
　
怜

長
唄
　
　
　
助
六
　
　
　
　
大
谷
真
弓

長
唄
　
　
　
菖
蒲
浴
衣
　
　
並
木
文
江

長
唄
　
　
　
藤
娘
　
　
　
　
佐
々
木
慶
子

ご
挨
拶
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長
　

宮
澤
智
子

長
　
唄
　
　
近
江
の
お
兼
　
西
田
佐
紀
子

常
磐
津
　
　
東
都
獅
子
　
　
京
谷
タ
イ
子

地
唄
　
　
　
こ
す
の
戸
　
　
島
田
光
代

長
唄
　
　
　
舞
扇
　
　
　
　
中
西
ナ
ミ

長
唄
　
　
　
春
の
調
べ
　
　
林
　
公
江

白
石
啓
子

長
唄
　
　
　
多
摩
川
　
　
　
若
柳
　
愛

長
唄
新
曲
　
羽
衣
　
　
　
　
花
月
兼
寿
広

常
磐
津
　
　
夕
月
船
頭
　
　
花
柳
徳
次
海

長
唄
　
　
　
狸
屋
島
　
　
　
若
柳
吉
以

企
画
作
品
「
花
と
ま
つ
り
歳
事
記
」

四
季
の
花
　
　
　
　
藤
間
藤
多
寿

若
柳
和
岐

花
柳
寿
佳
子

や
な
ぎ
　
や
な
ぎ
　
吉
村
　
朱

獅
子
頭
　
　
　
　
　
花
柳
寿
綾
輔

か
っ
か
れ
　
　
　
　
藤
間
秀
景

若
柳
秀
奈
美

常
か
ら
主
　
　
　
　
坂
東
喜
能

木
遣
り
く
ず
し
　
　
若
柳
吉
央

ま
つ
り
　
　
　
　
　
藤
間
藤
多
寿

若
柳
和
岐

花
柳
寿
佳
子

藤
間
秀
景

若
柳
秀
奈
美

秋
風
誘
う
　
　
　
　
坂
東
洲
雅

桜
か
ざ
し
て
　
　
　
花
柳
秀
邦

若
見
匠
風
僖

千
穐
楽
　
　
　
　
　
全
員

平成27年・田柄婦人会

練
馬
区
日
本
舞
踊
の
会
　
番
組

11月15日（日）12時開演　生涯学習センター



▽
Ｅ
ｎ
ｇ
ｌ
ｉ
ｓ
ｈ

サ
ロ
ン
　
銀
の
卵
（
３
丁

目
）
＝
昨
年
ス
タ
ー
ト
し

１
年
間
学
ん
だ
１
期
生
の

卒
業
に
と
も
な
い
、
11
月

10
日
か
ら
第
２
期
生
を
募

集
す
る
。
60
代
か
ら
英
語

を
英
会
話
を
、
中
学
英
語

を
や
り
な
お
し
、
英
語
流

の
考
え
を
習
得
で
き
る
の

で
海
外
旅
行
や
、
５
年
後

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
国

民
的
お
も
て
な
し
を
と
お

考
え
の
方
に
朗
報
。

や
さ
し
い
英
語
で
は
中

学
単
語
で
十
分
話
し
を
続

け
る
コ
ツ
と
、
巧
み
な
あ

い
づ
ち
、
瞬
発
力
を
育
く

め
る
。
英
語
流
の
考
え
方

と
は
主
語
を
は
っ
き
り
、

Ｓ
＋
Ｖ
を
忘
れ
ず
基
本
フ

レ
ー
ズ
を
体
得
し
、
ネ
イ

テ
ィ
ブ
的
表
現
を
め
ざ

す
。
イ
メ
ー
ジ
会
話
に
な

る
と
ナ
チ
ュ
ラ
ル
リ
ス
ニ

ン
グ
、
人
と
の
英
会
話
を

臆
せ
ず
で
き
海
外
旅
行
で

の
Ａ
Ｂ
Ｃ
も
。

定
員
15
名
、
毎
週
火
曜

日
10
時
か
ら
テ
ィ
ー
タ
イ

ム
を
含
む
２
時
間
。
会
場

は
大
通
り
中
央
１
号
棟

（
光
が
丘
３
ー
９
ー
１
）

集
会
所
。
会
費
、
月
１
０

０
０
円
。

Tel
（
３
９
７
６
）
１
８
９
１

 

 

銀
の
卵
２
期
生
15
名
募
集

若
返
り
歌
の
会

▽
丼
丸
の
巨
人
　
光
が

丘
店
（
６
丁
目
）
＝
寿
司

屋
が
始
め
た
海
の
丼
を
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
10
月

２
日
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
専

門
で
開
店
し
た
。
全
60
種

類
以
上
５
０
０
円
均
一
。

シ
ャ
リ
大
盛
６
０
０
円
、

ネ
タ
大
盛
７
０
０
円
。
シ

ャ
リ
・
ネ
タ
大
盛
り
特
盛

８
０
０
円
。
平
日
の
み
雨

の
日
サ
ー
ビ
ス
で
人
気
ナ

ン
バ
ー
１
の
日
替
わ
り
丼

５
０
０
円
。
こ
の
記
事
持

参
の
方
は
シ
ャ
リ
大
盛
か

ト
ッ
ピ
ン
グ
１
品
が
無

料
。
ト
ッ
ピ
ン
グ
は
70

円
・
１
３
０
円
・
１
６
０

円
の
３
種
類
か
ら
選
べ

る
。
手
巻
は
１
６
０
円
で

種
類
豊
富
。
ポ
イ
ン
ト
カ

ー
ド
は
丼
ぶ
り
１
杯
お
買

い
上
げ
に
押
印
10
個
で
ト

ッ
ピ
ン
グ
１
品
無
料
、
20

個
で
並
盛
１
杯
無
料
。

年
中
無
休
。
営
業
時
間

11
時
か
ら
21
時
。
電
話
注

文
（
お
吸
い
物
付
き
）
Ｏ

Ｋ
だ
が
出
前
は
し
な
い
。

Tel
（
５
８
４
８
）
３
３
５
０

海
鮮
丼
が
60
種

▽
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

ル
ネ
サ
ン
ス
（
５
丁
目
）

＝
ジ
ム
も
プ
ー
ル
も
ス
タ

ジ
オ
も
使
え
る
無
料
見
学

会
を
開
催
中
。
運
動
後
は

お
風
呂
と
サ
ウ
ナ
で
リ
ラ

ッ
ク
ス
で
き
る
。
入
会
希

望
は
、
初
期
費
用
の
入
会

金
と
事
務
手
数
料
と
ら
く

ら
く
サ
ポ
ー
ト
パ
ッ
ク
２

か
月
分
が
０
円
、
但
し
、

手
続
き
時
に
月
会
費
２
か

月
分
の
支
払
が
必
要
。
ト

リ
プ
ル
ゼ
ロ
で
最
大
１
万

８
６
４
０
円
の
得
。
但
し
、

６
か
月
以
上
の
在
籍
の
方

に
限
る
。
こ
の
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
は
、
27
年
11
月
１
日

17
時
ま
で
で
限
定
30
名
。

Tel
（
５
３
７
２
）
４
４
０
０

必
見
の
無
料
見
学
会
を
開
催

税
別

５
０
０
円

◆
日
本
ピ
ア
ノ
ギ
ャ
ラ

リ
ー
東
京
店
　
ふ
る
さ
と

音
楽
教
室
＝
グ
ル
ー
プ
レ

ッ
ス
ン
で
誰
も
が
知
っ
て

い
る
日
本
の
歌
等
を
中
心

に
楽
し
く
月
２
回
歌
う
。

椅
子
の
用
意
も
あ
る
。
50

代
か
ら
90
代
の
方
が
楽
し

く
歌
っ
て
い
る
。
講
師
は
、

藤
原
歌
劇
団
団
員
・
三
浦

義
孝
。
ゲ
ス
ト
に
よ
る
歌

や
楽
器
の
ミ
ニ
コ
ン
も
。

上
手
、
下
手
を
気
に
す
る

こ
と
な
く
参
加
で
き
る
。

歌
う
だ
け
で
な
く
、
簡
単

な
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

も
受
け
ら
れ
る
。

10
月
27
日
11
月
10
・

24
日
、
10
時
〜
18
時
、

留
守
番
電
話
の
場
合
で
も

名
前
と
電
話
番
号
を
入
れ

て
お
く
と
電
話
が
。

Tel
０
８
０
（
３
６
９
９
）
３

３
０
９



区
内
で
活
動
す
る
ス
ポ

ー
ツ
関
係
団
体
が
協
力
し

て
開
催
す
る
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
。
誰
で
も
楽
し
め

る
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ニ
ュ
ー

を
用
意
し
て
い
る
。
但
し

小
学
３
年
以
下
の
方
は
保

護
者
同
伴
。

◇
持
ち
物
　
上
履
き
◇

申
込
　
当
日
会
場
受
付
け
　

【
内
容
】

光
が
丘
体
育
館
＝
イ
ン

デ
ィ
ア
カ
、
ス
ポ
ー
ツ
吹

き
矢
、
手
の
ひ
ら
健
康
バ

レ
ー
、
ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
、

シ
ッ
テ
ィ
ン
グ
バ
レ
ー
、

ボ
ッ
チ
ャ
（
13
時
30
分
ま

で
）
、
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン

（
13
時
30
分
か
ら
）

体
育
館
外
＝
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
、
輪
投
げ
、

ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
、

ボ
ク
シ
ン
グ
ミ
ッ
ト
打

ち
、
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、

ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
、
ス
ラ
ッ

ク
ラ
イ
ン
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
健
康

ダ
ン
ス

雨
天
時
は
、
体
育
館
で

内
容
を
一
部
変
更
し
て
開

催
。問

い
合
わ
せ
　
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
振
興
係
　
☎

（
５
９
８
４
）
１
９
４
８

た
。板

橋
区

と
金
沢
市

は
、
か
つ

て
区
内
に

加
賀
藩
の

広
大
な
下

屋
敷
が
あ

っ
た
こ
と

が
縁
と
な

り
、
昭
和

54
年
の
板

橋
区
民
ま

つ
り
に
豊

年
太
鼓
と

ミ
ス
百
万

石
が
参
加
し
た
の
を
皮
切

り
に
、
毎
年
、
多
方
面
で

交
流
を
重
ね
て
い
る
。

今
回
の
企
画
は
、
北
陸

新
幹
線
の
開
通
に
よ
り
身

近
に
な
っ
た
金
沢
市
と
板

橋
区
が
、
中
高
生
の
ジ
ュ

ニ
ア
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
の
演
奏
等
を
通
し
て
、

よ
り
住
民
レ
ベ
ル
で
の
交

流
を
深
め
て
い
け
れ
ば
と

思
い
行
わ
れ
た
。

私
の
人
生
に
お
い
て

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
、

そ
し
て
担
任
時
代
に
学

級
経
営
の
根
幹
に
し
て

い
た
も
の
。
そ
れ
は
、

「
思
い
や
り
の
心
」
と

「
が
ん
ば
る
心
」
で
す
。

ま
ず
、「
思
い
や
り
の

心
」
を
大
切
に
す
る
よ

う
に
な
っ
た
き
っ
か
け

は
、
以
下
の
よ
う
な
話

を
読
ん
だ
こ
と
が
き
っ

か
け
で
す
。

「
若
い
夫
婦
が
遊
園

地
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食

事
を
し
ま
し
た
。
そ
の

二
人
は
、
二
人
用
の
テ

ー
ブ
ル
に
座
り
、
お
子

様
ラ
ン
チ
を
三
つ
注
文

し
ま
し
た
。
従
業
員
は

変
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
大
人
な
の
に

お
子
様
ラ
ン
チ
を
頼
ん

だ
か
ら
で
す
。
ま
た
、

二
人
な
の
に
三
つ
頼
ん

だ
か
ら
で
す
。
困
っ
た

と
も
思
い
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
大
人
に
は
お
子

様
ラ
ン
チ
を
出
す
こ
と

が
で
き
な
い
決
ま
り
に

な
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

そ
こ
で
、
従
業
員
の
人

は
聞
い
て
み
ま
し
た
。

す
る
と
、
次
の
よ
う
に

答
え
ま
し
た
。
私
た
ち

は
、
な
か
な
か
子
宝
に

恵
ま
れ
ず
、
や
っ
と
の

思
い
で
授
か
っ
た
子
は
、

１
歳
の
お
誕
生
日
を
迎

え
ず
に
天
国
に
逝
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
今
日

は
、
そ
の
子
と
一
緒
に

遊
び
に
来
て
い
る
つ
も

り
だ
か
ら
で
す
。

そ
れ
を
聞
い
た
従
業

員
は
、
二
人
を
四
人
用

の
テ
ー
ブ
ル
に
案
内
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
お

子
様
ラ
ン
チ
を
三
つ
運

ん
で
き
ま
し
た
。」

私
は
、
こ
の
話
を
読

ん
で
、
心
か
ら
感
動
し

ま
し
た
。
相
手
の
立
場

に
立
っ
た
細
や
か
な
心

遣
い
、
特
に
、
四
人
用

の
テ
ー
ブ
ル
に
案
内
し

た
と
こ
ろ
は
、「
す
ご
い

人
だ
！
」
の
一
言
で
す
。

こ
の
よ
う
な
思
い
や
り

の
あ
る
人
に
な
り
た
い

と
日
々
努
力
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

も
う
一
つ
の
「
が
ん

ば
る
心
」
は
、
次
の
よ

う
な
出
来
事
か
ら
で
す
。

勇
気
と
い
う
言
葉
か

ら
ど
ん
な
こ
と
を
想
像

さ
れ
ま
す
か
。
悪
者
を

懲
ら
し
め
る
ヒ
ー
ロ
ー
。

危
険
を
顧
み
ず
挑
戦
す

る
冒
険
者
。
…
確
か
に

こ
の
よ
う
な
人
た
ち
は

勇
気
あ
る
人
と
言
え
ま

す
。し

か
し
、
全
く
別
の

勇
気
に
触
れ
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
『
勇
気
、

そ
れ
は
夢
を
か
な
え
る

魔
法
の
言
葉
』
と
い
う

画
面
か
ら
始
ま
る
映
画

を
見
た
と
き
の
こ
と
で

す
。
そ
の
映
画
で
は
、

勇
気
と
い
う
も
の
を
、

目
標
に
向
か
っ
て
最
後

ま
で
諦
め
な
い
で
頑
張

り
続
け
る
こ
と
と
し
て

取
り
扱
っ
て
い
ま
し
た
。

「
諦
め
な
い
勇
気
」、「
頑

張
り
続
け
る
勇
気
」
、

「
困
難
に
負
け
な
い
勇

気
」。
勇
気
の
あ
る
人
と

い
う
の
は
、
何
か
特
別

な
こ
と
を
す
る
人
の
こ

と
で
は
な
く
て
、
日
常

生
活
の
中
で
、
目
標
に

向
か
っ
て
最
後
ま
で
諦

め
な
い
で
頑
張
り
続
け

ら
れ
る
人
の
こ
と
だ
と

い
う
こ
と
を
そ
の
映
画

か
ら
学
び
ま
し
た
。
そ

う
い
う
人
が
本
当
に
か

っ
こ
い
い
勇
気
の
あ
る

人
だ
と
思
い
ま
し
た
。

私
も
、
何
が
あ
っ
て
も

負
け
な
い
、
諦
め
な
い
、

が
ん
ば
り
続
け
る
人
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

昭
和
38
年
東
京
都
生

ま
れ
　
練
馬
区
在
住

-592-

光
が
丘
四
季
の
香

小
学
校
副
校
長

関
根
　
幸
男

 

大
切
に
し
て
い
る
こ
と

10
月
10
日
、
板
橋
区
役

所
正
面
玄
関
前
で
、
板
橋

区
と
友
好
交
流
都
市
協
定

を
締
結
し
て
い
る
石
川
県

金
沢
市
か
ら
小
中
高
生
で

構
成
さ
れ
る
「
金
沢
ジ
ャ

ズ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
―
21
」
と
板

橋
区
の
帝
京
高
等
学
校
吹

奏
楽
部
を
招
き
、「
ジ
ュ

ニ
ア
ジ
ャ
ズ
交
流
ラ
イ
ブ

２
０
１
５
」
が
開
催
さ
れ

金
沢
と
板
橋
で
交
流
ラ
イ
ブ


